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1.はじめに 

2019年6月18日、山形県の沖合でMj 6.7の地殻内地震が発生した。地震研究所は、本地震発生直後から陸域で

の自然地震観測, 浅海型の海底地震計を用いた海底地震観測［1］を行ってきた。また海洋研究開発機構は震源

域西側での地殻構造を実施している［2］。本地震については、既知の活断層・地殻構造とどのような関係が

あるのか、2011年東北太平洋沖地震の余効変動が進行している時期に、どうして圧縮性の規模の大きい地震

が発生したのかなど、現時点では解決できていない問題がある。ここでは、山形堆積盆地と新潟堆積盆地に位

置する震源域の構造地質学的特徴について述べ、発表時には余震分布などにもとづく震源断層の地学的な位置

づけについて述べる。 

 

2.　震源域周辺の地質構造 

震源域は羽越山地と粟島隆起帯に挟まれたNNE-SSW方向の堆積盆地内に相当する。ブーゲ異常からは高密度

層が低下した厚い新第三系の堆積層の存在が示唆される。羽越山地内にはNNE-SSW方向の断層が卓越する

が、これらは日本海形成期初期につくられた幅の狭いハーフグラーベンやグラーベンを規制する正断層群であ

る［3］。その後の日本海拡大期には、山形県北西部から秋田にかけての堆積盆地と、新潟から北部フォッサ

マグナに至る大規模な堆積盆地が形成され、震源域周辺はこれら大きな堆積盆地の接合部に位置する。両堆積

盆地下には、日本海形成期に噴出した大規模な玄武岩の分布が知られており、震源域東方の沿岸に露出する珪

質泥岩中には大規模な粗粒玄武岩が迸入している。こうした観点から、震源域の中下部地殻には、苦鉄質岩が

卓越する可能性がある。羽越山地の日本海沿岸では、その後の短縮変形によって幅の広い西傾斜の急傾斜帯が

形成されている。海盆内の堆積層は、ほぼ水平な構造を示すことから［4］、探査が実施されていない海陸境

界部に東方の陸地を隆起させる東傾斜の断層が想定される。この断層の隆起側では海岸段丘が存在し、推定さ

れる東傾斜の逆断層が第四紀後期においても、活動的であることを示している［5］。この海盆の西側には粟

島隆起帯が分布する。粟島隆起帯の東縁は、北北東-南南西走向の西傾斜の逆断層によって境されている［4,　

6］。これらの断層と1964年新潟地震の震源断層との関係は明らかではないが、山形県沖地震の震源域

［7］は新潟地震の震源域［8］の北北東端に位置する。 

 

3.　震源断層と活構造との関係 

山形県沖地震の余震分布域は、粟島隆起帯と羽越山地の間に位置し、羽越山地の沿岸に推定される東傾斜の断

層と、粟島隆起帯の東縁の断層の東方に位置することになるため、既知の海底活断層の延長として捉えること

が難しい。海底地震観測結果を用いて［1］、より詳細に震源断層と既存構造との関係について報告する。 

 

4.　東北太平洋沖地震後の応力変化との関係 

2011年東北太平洋沖地震後の地殻変動についての三次元粘弾性有限要素モデル［9］に基づく検討では、島弧

と直交方向からの圧縮応力は、地震後には長期にわたって減衰するものと想定される。山形県沖地震の震源域

は、M9のすべり量の大きな領域の影に相当し、応力緩和の影響を受けるため、圧縮応力の増大による地震発

生については説明が難しい。 
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